
はばプラ推進のための研究計画及び報告書

学校名 館林市立第一中学校

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」28.12中教審答申→学習指導要領29.3告示

研究目標（達成水準）：学力向上委員会（主に校内研修）、教務部を組織的に機能させることで、はば
プラを活用した「主体的・対話的で深い学び」を実現する教員を育てる。

Ⅰ 学校の現状について Ⅱ 課題とその原因の分析について
○教員の実態 ○課題
・学習活動に対話的な学びを取り入れてきた ・「主体的・対話的で深い学び」を実現するた
が、生徒の深い学びを実現できていない。 めの個々の教員の資質・能力の差が大きい。
・教科部会を開催する時間が限られていたた ○原因分析
め、教科部員間で学習活動を工夫するに至って ・教職経験の浅い教員が多い。
いない。そのために学習活動が質の高い学びに ・はばプラを具現化した授業ができていない。
達していない。 ・教科部会が定期的に開催できていない。

Ⅲ 課題解決のための具体的な取組及び年間計画（別紙）

＊研究仮説・・学力向上委員会（主に校内研修）、教務部を組織的に機能させ、はばプラに基づく授業
実践と授業研究会を重ねれば、「主体的・対話的で深い学び」を実現する教員が育つで
あろう。

１ 学力向上委員会（主に校内研修）
はばたく群馬の指導プラン推進教員（特配教員）は授業の持ち時数を週約１４時間とし、学力向上

委員会（管理職、学力向上コーディネーター、研修主任、教務主任等）を運営したり、教員の授業参
観を行ったりする。そして、学力向上委員会が中心となり、特に以下のことを行う。

①講師招聘による研修を開催し、はばプラの活用法を学んだり、先進校の取り組みを学んだりする。
②学力向上計画に基づき、教科部会を開催し、はばプラを具現化した授業を行う。特に数学と理科
については、教科部会を週時程に組み込み、定期的に開催する。

※教科部会で協議する観点
・育成すべき資質・能力が身に付いたか
・とりあげた学習内容は適切であったか
・学習活動で改善・充実すべきことは何か
・ポートフォリオ、パフォーマンステスト等の評価で見取れたことは何か

上記の内容に関わる事項に関しては、週時程に組み込んだ教科部会以外の時間（空き時間、授業
間の移動時間等）を有効的に活用し、情報交換が行えるようにする。

③全国学力学習状況調査の質問紙調査（８月）や学校評価（７月、１２月）の結果を分析し、生徒
の意識の変化を見取り、学力向上計画の見直しを図る。そして、②の深化を図ることで、授業力
向上につなげる。

２ 教務部
①学力向上計画の進捗状況に応じ、カリキュラムをマネジメントする。
②職員会議など会議時間の短縮を工夫し、教科部会や授業研究会を開催する時間を生み出す。
検証方法：①全国学力学習状況調査の質問紙調査や学校評価の結果を分析し、生徒の意識の変化

を見取る。
②教科部会で話し合った内容を記録に残し、ポートフォリオ評価を行う。



実 践

Ⅳ 成果と課題

１ 目標の達成状況
○「対話的な学びを意識し、ペアやグループでの学習を機能させている教師の割合」が、８９％
から９６％へと増加した。
またこれに伴い、「授業が分かる生徒の割合」も８０％から８１％へと増加し、中でも、「よ
く分かる」と応える生徒が２％増加し、「あまり分からない」と答える生徒の割合が２％減
少した。

○「教科部会や個人の研修が授業改善に結びついている」と感じている教員の割合が、７８％
から８５％へと増加した。

【有効だった手立てについて】
○教科部会で教科主任が中心となって授業づくりを行ったことで、ベテラン教員の授業づくりか
ら若い教員が学ぶ機会を設けることができた。

○はばプラに示されている授業づくりの基本を明確にした指導案形式を示したり、教科部会で協
議する観点を示したりしたことで、だれでも「生徒の実態」に基づいた「有効な手立て」や「適
切な学習活動」を設定した授業づくりができるようになった。

○教科部会での研修や個人での研修履歴としてのポートフォリオを作成し、それをだれでも見ら
れるようにしたことで、互いの研修内容を共有することが容易となった。

○数学と理科については、週時程に教科部会を組み込むことで、教員同士が学び合う時間や場を
しっかりと確保することができた。その結果、年間通して教員同士の知識や経験知を共有した
り、共通で使える教材開発などを行ったりすることができた。

２ 次年度の取組

○重点教科を見直し、定期的に教科部会を開催できる工夫を図っていく。
○教科主任を中心に、教科部会内での授業参観並びに授業研究会が適切に行えるようにすること
で、「生徒の実態」に基づいた「有効な手立て」や「適切な学習活動」を設定した授業づくり
が恒常的に行えるようにしていく。

○管理職や、教務主任、学力向上コーディネーターが積極的な授業参観を行い、目指している授
業が恒常的に行われているかをしっかり見ていく。

○ポートフォリオの充実を行い、職員が入れ替わっても手軽に情報が共有できるようなものにし
ていく。



館林市立第一中学校

平成２９年度 東部教育事務所指定
「はばたく群馬の指導プラン」推進校 研究発表会

〈研修主題〉

はばプラを活用した
「主体的・対話的で深い学び」を

実現する教師の育成



○本校の現状①
本校教員の年齢、経験年数の構成
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○本校の現状②
本校生徒の標準学力検査ＮＲＴ結果
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○現状を改善するための取組

○本校の現状
・若い教員、経験年数の少ない教員が７割
・国語や英語に比べると、社会、数学、理科の学力に落ち込みが見られる

生徒にとって「主体的・対話的で深い学び」となる
授業づくりができる教員集団

研修時間の確保
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在り方



「はばプラを活用した授業改善」を
進めていくための校内研修組織のイメージ

学力向上委員会

（学力向上

コーディネーター）

ＰLAN
○育成すべき資質・能力
○学習内容・学習活動の
設定

○評価計画・検証計画
○年間個別研修計画

ＤO
○一人１実践
○いつでも公開授業
○教科別研修

ＣHECK
○生徒の実態・変容
○授業参観のリフレクション
○年間個別研修計画の見
直し

ＡCTION
○次の単元の学習計画
○未達成事項の補助計画 授業参観

協議の視点

指導案形式

教科部会

情報提供

授業づくり

授業の
振り返り検証データ

分析

研修計画
等修正

実践成果の
共有



①はばプラを活用した授業改善

②授業改善を支える校内研修の在り方

・生徒の実態
・適切な学習活動
・有効な手立て

・重点教科（数学・理科）部会の定例化

○現状を改善するための取組

・研修記録のポートフォリオ化

３つの要素を
視点とした授業づくりに
はばプラを活用する

授業改善・資質向上したことが実感できるような工夫

研修時間を確保するための工夫



①はばプラを活用した
授業改善について



PLAN

DO

① ４～７月 ② ８月～１０月 ③１１～１月

PDCAサイクルを年３回実施

本日

ACTION

CHECK

授
業
改
善



目指したのは
若手からベテランまで
全員が一歩成長できること



１回目のサイクルでは…

育成すべき資質・能力

手立てとなる学習活動

表れて欲しい生徒の姿



１回目のサイクルでは…

資質・能力、学習活動が明確に

教員同士の話し合いが活性化

学習活動が実態に合わない

手立てが有効にはたらかない



２回目のサイクルでは…

生徒の実態

単元の目標

適切な学習活動

適切な学習活動

適切な学習活動

有
効
？

目的を明確にした手立て

生徒の反応
や意識の予
想が不十分



３回目（本日の授業）

資質・能力

意 識

実 態

手立て

目 的



１回目 ３回目

生徒の実態 適切な学習活動有効な手立て



はばプラを活用した
１時間の授業づくりについて
（めあて→中心となる学習活動→振り返り）

めあての提示

振り返り

○展開前半

○展開後半
「生徒主体」の探究活動
（中心となる学習活動）

導
入

終
末

展

開

資質・能力 実 態

資質・能力 意 識

実 態 手立て目 的

起…既習事項の復習、本時の展開に入っていく
ための準備
めあてを提示し、生徒に１時間の見通しを
もたせる（ゴールの明示）。

承…中心となる学習活動への基礎づくり
展開後半につなぐ活動、生徒全員に必要
なことを理解させ、展開後半への関連づ
けを図る。

転…授業の山場となる中心となる学習活動。
教師はしゃべらず、生徒主体の活動によっ
て成り立つ場面（生徒が授業をつくる！）

結…その日の学習内容の振り返り。
感想ではなく「何がわかったのか、何がで
きるようになったのか」を振り返らせる。
（めあてとの整合性をもたせる）

【課題追究】

【課題把握】

【 ま と め 】



はばプラを活用した
１時間の授業づくりについて
（めあて→中心となる学習活動→振り返り）

めあての提示導
入

終
末

展

開

資質・能力 実 態

資質・能力 意 識

実 態 手立て目 的

①伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力を明確にする
・学習指導要領の位置付けを明確にする。
・単元（題材）や授業を通して、伸ばしたい（身に付けさせ
たい）知識・技能、思考力・判断力・表現力を明確にする。

②児童生徒の実態を把握する
・伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力に関わる児童
生徒の実態を把握する。

・既習事項、生活経験等の状況を把握する。

③適切な学習活動・有効な手立てを設定する
・伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力の習得や伸長
に最適な学習活動を考える。

・児童生徒が主体的に学ぶ学習の流れを設定する。（児童生
徒の意識の流れを想定しながら）

・児童生徒の意欲を引き出す手立てを工夫する。

④授業を通して、児童生徒に表れてほしい意識を明確にする
・今後の学習や生活に生かせる知識・技能、本時に学んだこ
とを一般化した知識などを明確にする。

【平成２９年度学校教育の指針（解説）より】

実 態 手立て目 的

実 態 手立て目 的

実 態 手立て目 的



目的が実現していけば、資質・能力が育成できる

はばプラを活用した
１時間の授業づくりについて
（めあて→中心となる学習活動→振り返り）

手立ての目的を明確にする。

生徒の実態

身に付けさせたい資質・能力
（を身に付けた生徒の姿） ・この差を生み出しているものは何か

・この差を埋めるために、生徒が必要と
する力は何か

差

目的実現のために有効な手立てを設定する。



導
入

終
末

展

開

目 的適切な学習活動

（予想される）生徒の実態 目的 のための 有効な手立て

本時のねらい 生徒に身につけさせたい資質・能力

目 的適切な学習活動

（予想される）生徒の実態 目的 のための 有効な手立て

目 的適切な学習活動

（予想される）生徒の実態 目的 のための 有効な手立て

目 的適切な学習活動

表れてほしい生徒の意識 目的 のための 有効な手立て



②授業改善を支える
校内研修の在り方



研修記録のポートフォリオ

教科部会で話し合ったことや、学習指導案、ワーク
シートなどを研修履歴として各自が綴っていく。

→手書きで、何でも、気軽に綴れる
→いつでも、誰でも、気軽に見られる









重点教科（数学・理科）部会の定例化

月 火 水 木 金

１ 数学部会 理科部会

２

３

４

５

６

本校でNRTで落ち込みが見られる教科

→週時程に組み込み、教科部員
で研修を重ねる



数学部会の取組①

○毎週水曜日の第１校時に設定。

【内容】
○はばプラを生かした授業作りの共通理解

→ 単元構想や授業について協議

○教材の開発・共有



数学部会の取組②

○第２・３学年で習熟度別指導を実施。

２クラスを３コースに分ける。
例

１組基礎コース

２組基礎コース

１・２組発展コース

２年
１・２組



数学部会の取組③

○３コースの指導案を１枚にまとめて検討
各コースの実態に合わせたねらいや手立てが一目で分かり、検討しやすくした。

目的は、どの
コースも共通

各コースの実態に
応じて、手立てを
考える



数学部会の取組④

【成果】

○知識や経験知の共有

・１つの授業・教材・教具を複数の部員で考える
ことができた。そのことで、教員の経験年数が
違っても、同じ視点で授業実践できる体制を整え
ることができた。

また、経験知の差を埋めることができた。



理科部会の取組①
○毎週金曜日の第１校時に設定。

【内 容】
○互いの授業参観での気付きの話し合い、それ
をもとにした授業の振り返り



空き時間を活用した互いの授業参観

月 火 水 木 金

１ ２－１ １－４ １－２
２－１

２－１
３－４

理科部会

２ ２－２ １－５
２－４

１－５
３－３

３－２ １－２
２－２

３ ２－３
３－２

２－３
３－３

１－４ １－５
３－１

１－３
３－３

４ １－１
３－４

１－１
２－２

１－３
３－４

２－３ ２－４
３－１

５ ２－４
３－３

３－４ ２－２
３－１

１－２
２－４

２－３
３－２

６ ３－２ １－１
１－３

１－４
２－１

【本校の理科の週時程】

・授業の直後に準備室で簡単な話し合いをする

・その週の授業を参観して気付いたことを持ち寄る

例



理科部会の取組②
○教材の開発・共有など

今年は主に「地球領域」のモデル教材の開発を行った。

・火山モデル ・地層の重なりモデル
・台風モデル ・季節風モデル
・月や金星の満ち欠けモデル など



理科部会の取組
【成果】

・それぞれの理科教員のもっているアイデアを共有し、その
アイデアをどう使えば生徒にとって主体的な学びや、深い
学びになるのかを検討することができた。

・開発した教材の活用方法を話し合うことで、各自が担当して
いる学年以外の単元についても、理科部員全員が授業づく
りのイメージを膨らませることができた。

○知識や経験知の共有・深化

→知識や経験知の差が埋まり、
理科部員全員の資質向上につながった。



１年間の成果



１回目 ３回目

生徒の実態 適切な学習活動有効な手立て

成 果



①教師が話す時間を削減できた！

②生徒が操作しながら思考できる教材や
教具を工夫できた！

③生徒の思考を「見える化」できた！

主体的・対話的で深い学びを
実現できる教師

成 果
「はばプラを活用した授業改善」を
行ったことで・・・



対話的な学びを意識し、
ペアやグループの学習を機能させている教師の割合

33%

33%

56%

63%

11%

4%

第一回

第二回

大変、よく だいたい あまり ほとんど

○学校評価（７月、１２月）の結果比較から

成 果

【教職員】

【生 徒】
授業が分かる生徒の割合



26%

26%

52%

59%

19%

15%

4%

0%

第一回

第二回

大変、よく だいたい あまり ほとんど

教科部会や個人の研修が授業改善に
結びついていると感じている教員の割合

成 果
○学校評価（教職員用）の結果から

（７月）

（１２月）



終わりに・・・


